
2004（平成 16）年度

日本生態学会北海道地区大会

プログラム

期日: 2005年 2月 19日 (土曜日)
場所: 札幌市北区北 19条西 8丁目

北海道大学低温科学研究所 新棟 3F講堂
参加費: 500円 (当日会場にて徴収します)

札幌市営地下鉄南北線北 18条駅から徒歩 10分

9:30 受付開始

9:50 地区会長挨拶

10:00-12:20 若手研究発表会

13:20-15:40 若手研究発表会

16:00-17:00 一般講演

講演終了後 総会(講演会場と同じ場所)
18:00- 「きよた」(札幌会館隣)にて懇親会

間に 20分の休憩を 3個所設けています。

2005年 2月　札幌

大会実行委員長　原　登志彦

2004 (平成 16) 年度

日本生態学会北海道地区大会



注意

受付 9時 30分より受付を行います。当日の参加申し込みも受け付けますので、申し込みをされてい

ない方も奮ってご参加ください。

受付において参加費(500円)と懇親会費（一般 3000円、学生 2000円）をお受けします。

原則として会場においては会員の皆様には当冊子を再配布しませんので、この冊子を当日お

持ちください。当日参加の非会員の方にのみ配布します。プログラムが発送されなかった会員

は受付にお申し出ください。

講演 講演使用機器は、講演者全員に液晶プロジェクターでお願いしました。使用機器を変更をされ

る場合には、事前に連絡をお願いします。発表に用いるファイルをメモリースティックまたは

CD-Rに保存しお持ちください。午前中に発表の方は 9:40までに、午後若手発表会は 12:40ま

でに、一般講演の方は 15:40 までに担当者（露崎）にお持ちください。

一般講演 発表時間は、発表 12分、質疑応答 2分 30秒の合計 14分 30秒を基準とします。

10 分、12 分、14 分 30 秒にベルを鳴らします。時間を厳守するようお願いします。座長は直前

の講演者とします。

若手研究者

発表会

発表時間は、発表 15分、質疑応答 4分 30秒の合計 19分 30秒を基準とします。

13分、15分、19分 30秒にベルを鳴らします。時間を厳守するようお願いします。

発表優秀者には、「若手賞」を贈る予定です。選考は、座長及び選考委員（2 名）によって行う

予定です。パフォーマンスなども選考対象とする予定です。

懇親会 懇親会は 12 時まで当日参加を受け付けますので奮ってご参加ください。会費一般 3000 円、

学生 2000 円で「きよた」(札幌会館隣)にて行います。懇親会では、若手賞授賞式が行われま

す。



プログラム
（講演要旨集は当日会場にて配布します）

9:50 地区会長挨拶

若手研究発表会

10:00 大気中 CO2濃度の上昇に伴うケヤマハンノキの光合成能力の変化～窒素固定菌を持たない近縁

のカバノキ属と比較して～

江口則和 1・唐津一樹 2・上田龍四郎 3・船田 良 4・高木健太郎 5・日浦 勉 5・笹賀一郎 5・小池孝

良 5 (1北大院･農, 2北海道東海大･工, 3北海道ダルトン, 4農工大･農, 5北大･生物圏セ)

10:20 低温と強光ストレスに対する当年生ミズナラ実生の生理生態的応答

津田 元(北大院・地球環境)・小野清美・原登志彦(北大・低温研)

10:40 果実の光合成がフクジュソウの繁殖コストに及ぼす影響

堀端　聡(北大院・地球環境)

11:00 休憩

11:20 葉の質がミズナラに生息する蛾類幼虫群集に及ぼす影響

麻沼美宝(北大院・地球環境)

11:40 花序形態と花序内蜜分布がマルハナバチの訪花行動に与える影響

平林結実(北大院・地球環境)

12:00 潜葉性昆虫-寄生蜂群集における寄生率の空間動態

平尾聡秀(北大・苫小牧研究林)

12:20 昼食 (北大生協等近くの食堂をご利用ください)

この時間帯に地区役員会を行います

13:20 異なる倍数性、繁殖様式を持つミミコウモリ（キク科）の遺伝変異

立花麻梨(北大院・地球環境)

13:40 岩礁潮間帯固着動物群集の種多様性の緯度勾配: 空間スケール変異性とその形成機構

奥田武弘・野田隆史(北大院・水産)・仲岡雅裕(千葉大院・自然科学)・山本智子(鹿児島大・水
産)・堀 正和(東大院・農)

14:00 アイナメ属 3種の産卵基質の違いは交配前隔離機構として機能するか

木村幹子(北大院・水産)・宗原弘幸(北大 FSC)

14:20 休憩

14:40 倒木上における更新初期段階のエゾマツとトドマツの個体群動態と周囲環境の関係

飯島勇人・渋谷正人・斎藤秀之・高橋邦秀(北大院・農)



15:00 カムチャッカ半島におけるシラカンバとカラマツの実生及び萌芽の生存戦略

飯村佳代(北大院・地球環境)・本間航介(新潟大)・奥田将己(統数研)・隅田明洋・原登志彦(北
大・低温研)

15:20 ベニバナイチヤクソウの生存戦略における菌根菌の役割

國司綾子 1・長谷川成明 2・橋本 靖 1 (1帯畜大院・生態保護・2北大院・地球環境)

15:40 休憩

一般講演

16:00 日高南端部の植物学的自然概説

佐藤 謙(北海学園大・工・生物)

16:15 保全生態学的見地からみた日高南部個体群のエゾナキウサギの音声変異

小島 望(北教大岩見沢・教)

16:30 釧路湿原北斗に見られる湧水辺植生

佐藤雅俊(帯広畜産大学畜産科学科)

16:45 ナニワズの花の形態と結実

半田孝俊(半田植生研究所)

17:00 終了

総会 （講演終了後直ちに始めます）
　　　　　　司会（地区会長　神田房行）

　　　　　　会長挨拶

予定議題等

本年度活動報告

会計報告

来年度地区大会について

選挙について

その他

18:00 「きよた」(札幌市北 17条西 4丁目, 札幌会館隣)にて懇親会（若手賞授賞式を含む）




